
＜インスリン製剤　注入器デバイス・設定単位　など＞
分類 医薬品 会社名

対応する万年筆型注入器名!
（カラー）!

［高度管理医療機器］

 単位／設定範囲!
（単位刻み）

使用開始後!
期限

（カート）!
万年筆型　　　

カートリッジ　
製剤

インスリングラルギンBS注 カート「リリー」!
ヒューマリンR、３／７、N注 カート!
ヒューマログ注、N注 カート!
ヒューマログミックス２５、５０注 カート

リリー

ヒューマペン ラグジュラ!
（レッド、ゴールド） 1～60単位!

（1単位刻み）

３年
ヒューマペン ラグジュラHD!

（グリーン） 1～30単位!
（0.5単位刻み）

アピドラ注 カート!
ランタス注 カート

サノフィ

イタンゴ!
（ブラック、マットゴールド）

1～60単位!
（1単位刻み）

２年

トレシーバ注 ペンフィル!
ノボラピッド注 ペンフィル!
ノボラピッド３０ミックス注 ペンフィル!
レベミル注 ペンフィル!
ライゾデグ配合注 ペンフィル

ノボ

ノボペン4（ブルー、シルバー）
1～60単位!
（1単位刻み）

３年

ノボペンエコー!
（レッド、ライトブルー） 0.5～30単位!

（0.5単位刻み）
５年

ノボペン300デミ!
（アプリコット、ライム）!
ー 2014年3月販売終了 ー 1～35単位!

（0.5単位刻み）
３年

（キット）!
万年筆型　　　

ディスポーサブル
製剤

インスリングラルギンBS注 ミリオペン「リリー」!
ヒューマリンR、３／７、N注 ミリオペン!
ヒューマログ注、N注 ミリオペン!
ヒューマログミックス２５、５０注 ミリオペン

リリー －
1～60単位!
（1単位刻み）

薬効別一覧表
を参照

アピドラ注 ソロスター!
ランタス注、XR注 ソロスター

サノフィ －
1～80単位!
（1単位刻み）

トレシーバ注 フレックスタッチ!
ノボラピッド注 フレックスタッチ!
ライゾデグ配合注 フレックスタッチ

ノボ

－
1～80単位!
（1単位刻み）

ノボリンR、３０R、N注 フレックスペン!
ノボラピッド注 フレックスペン!
ノボラピッド ３０、５０、７０ミックス注 フレックスペン!
レベミル注 フレックスペン

－
1～60単位!
（1単位刻み）

イノレット ３０R注!
ノボラピッド注 イノレット!
レベミル注 イノレット

－
1～50単位!
（1単位刻み）

インスリングラルギンBS注 キット「FFP」 FFP －
1～80単位!
（1単位刻み）

監修：永寿総合病院 

 
糖尿病臨床研究センター長

使い方クイックマスター

渥美義仁

①カートリッジ
　の装着

②インスリン
　の準備

③注射針の　取付け
④空打ち

⑤単位の　設定
⑥注　射  

⑦後片付け

　インスリン製剤の作用

超速効型インスリン

速効型インスリン

持効型溶解インスリン

中間型インスリン

混合型インスリン

　インスリン製剤の剤形

プレフィルド/キット製剤

カートリッジ製剤

バイアル製剤

  
  
  
  
  
  
  

  
   
   
   
   
   
   
   
   
  
  

  
  
  
  
  
   
   
   
   

  

  
  
  

  
          

  

  

  
          

  

スルホニル尿素薬
速効型インスリン分泌促進薬
Ș- グルコシダーゼ阻害薬
ビグアナイド薬
チアゾリジン薬
DPP-4 阻害薬
SGLT2 阻害薬
配合薬

インスリン製剤
 ・超速効型インスリン
 ・速効型インスリン
 ・持効型溶解インスリン
 ・中間型インスリン
 ・混合型インスリン
 ・プレフィルド / キット製剤
 ・カートリッジ製剤
 ・バイアル製剤
GLP-1 受容体作動薬

インスリンペン型注入器
インスリン注入器用注射針
インスリン専用シリンジ
インスリンポンプ
血糖測定器・ランセット
 ・自己血糖測定器
 ・センサー（試験紙）
 ・穿刺器具
 ・穿刺針（ランセット）
CGM：持続血糖測定器
尿試験紙・尿糖計
POCT 機器

疾患モデル動物一覧表
糖尿病・肥満動物測定試薬リスト
糖尿病・肥満動物飼料一覧表

糖尿病治療研究会
公益財団法人 日本糖尿病財団
日本医療・健康情報研究所

経口薬

注射薬

医療機器・検査機器

基礎研究分野

開発中の薬剤―新薬情報―

第３部 関連情報・資料

第１部 医薬品・医療機器・
          検査機器・試薬

第２部 食事療法・運動療法・
  生活に役立つ製品・サービス

提　供

糖尿病リソースガイド
主なコンテンツ

作用発現時間は 10 ～ 20 分、最大作用時間は 30 分～ 1 時間 30 分あるいは 1
～ 3 時間と製剤によって若干の差がある。作用持続時間は 3 ～ 5 時間。食直前に
投与。インスリンの追加分泌（食後高血糖の抑制）用として立ち上がりの良い作用
が特徴である。速効型に比べて作用持続時間がやや短い。CS II（持続皮下インスリ
ン注入（continuous  s ubcutaneous  ins ulin infus ion））療法にも使用する。

作用発現時間は 30 分～ 1 時間、最大作用時間は 1 ～ 3 時間、作用持続時間は 5
～ 8 時間である。食前 30 分に投与。超速効型ができるまでは、追加分泌用はこ
の製剤のみだった。レギュラーインスリン（R）とも呼ばれる。静注にも適用。

作用持続時間は約 24 時間あるいはそれ以上で、継続使用時に明らかなピークは見
られない。中間型と比べてよりスムースに基礎分泌を補うことが可能。

作用発現時間は 30 分～ 3 時間、最大作用時間は２～ 12 時間、作用持続時間は
18 ～ 24 時間と製剤によって異なるので、詳細は製剤ごとに確認すること。主と
して速効型インスリンにプロタミンを添加して結晶化させ、作用時間を長くしたイ
ンスリン製剤であるが、超速効型をベースにした製品もある。基礎分泌を補う。

インスリンの追加分泌を補う超速効型あるいは速効型製剤に一定量のプロタミンを
加えたもの、あるいは中間型を組み合わせた製剤。作用持続時間は 18 ～ 24 時間
で、超速効型＋中間型には超速効型 25％、30％、50％、70％、速効型＋中間
型には速効型 30％がある。詳細は製剤ごとに確認すること。

インスリン製剤（300 単位、3mL）と注入器が一体となったディスポーザブル（使
い捨て）タイプのインスリン製剤。0 .5 単位、または、1 単位刻みで注入量を調
節できる。カートリッジなどを交換する手間が省け、簡単な操作で使用できる。
注射針は、JIS  T 3 2 26 -2  A 型を使用する。

専用のペン型注入器と組み合わせて使用するインスリン製剤。1 本の容量は 300
単位（3mL）。注入器は専用のものを使用しなければならないため、製剤と注入
器の対応に注意する。注入量は注入器によって調節する（詳細は糖尿病リソース
ガイド「ペン型注入器」のリストを参照）。注入器の注射針は、JIS  T 3 2 26 -2  A
型を使用する。

インスリン専用シリンジ（注射器）で吸引して使うインスリン製剤。1 本の用量
は 1000 単位（10  ml）。多くは皮下注射で、医療機関では点滴などで静脈内投
与に用いることもある。なお、静脈内投与には速効型インスリン（R）のみが適用
である。 

インスリン製剤・インクレチン関連薬・
S GLT 2 阻害薬 早見表  2015

http://dm-rg .net

PDF

糖尿病医療に求められる製品、サービス、関連情報サイト 日本医療・健康情報研究所

糖尿病リソースガイド

当資料の医薬品および医療機器情報は、製薬企業各社、医薬品医療機器総合機構（PMDA）、日本製薬工業協会が公開している情報、各薬剤の添付文書に記載されている情報等を、
糖尿病リソースガイド編集部が収集し整理したものです。　最新情報や詳細につきましては糖尿病リソースガイド（http://dm-rg .net）をご覧ください。　
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※

※製造上の問題で、未開封の状態でも期限が経過してしまう（サノフィ社のイタンゴのみ）。 
　その他の注入器は使用開始後期限があるのみ。

＜注入器加算＞ 
　注入器を処方した月に１回算定：３００点


